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地
方
分
権
改
革
推
進
法
案
要
綱

第
一

総
則

一

目
的

こ
の
法
律
は
、
国
民
が
ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
の
緊

要
性
に
か
ん
が
み
、
旧
地
方
分
権
推
進
法
（
平
成
七
年
法
律
第
九
十
六
号
）
等
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
地
方
分
権
の
推
進

の
成
果
を
踏
ま
え
、
地
方
分
権
改
革
（
こ
の
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
地
方
分
権
に
関
す
る
改
革
を
い
う
。
以

下
同
じ
。
）
の
推
進
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
並
び
に
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地
方

分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
並
び
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方

分
権
改
革
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
（
第
一
条
関
係
）

二

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
基
本
理
念

地
方
分
権
改
革
の
推
進
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
共
通
の
目
的
で
あ
る
国
民
福
祉
の
増
進
に
向
か
っ
て
相
互
に
協

力
す
る
関
係
に
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ぞ
れ
が
分
担
す
べ
き
役
割
を
明
確
に
し
、
地
方
公
共
団
体
の
自
主
性
及
び
自

立
性
を
高
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
公
共
団
体
が
自
ら
の
判
断
と
責
任
に
お
い
て
行
政
を
運
営
す
る
こ
と
を
促
進
し
、
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も
っ
て
個
性
豊
か
で
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第

二
条
関
係
）

三

国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
責
務

１

国
は
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
地
方
分
権
改
革
を
集
中
的
か
つ
一
体
的
に
推
進

す
る
た
め
に
必
要
な
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及

び
こ
れ
を
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
一
項
関
係
）

２

地
方
公
共
団
体
は
、
そ
の
行
政
運
営
の
改
善
及
び
充
実
に
係
る
施
策
を
推
進
す
る
責
務
を
有
す
る
こ
と
。
（
第
三
条

第
二
項
関
係
）

３

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
を
通
じ
た
行
政
の
簡
素
化
及
び
効
率
化
を
推
進
す
る
責
務
を
有

す
る
こ
と
。
（
第
三
条
第
三
項
関
係
）

四

国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
連
絡
等

国
は
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
立
場
を
尊
重
し
、
こ
れ
と

密
接
に
連
絡
す
る
と
と
も
に
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
国
民
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
よ
う
適
切
な
措
置
を
講
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ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
四
条
関
係
）

第
二

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針

一

地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
国
の
施
策

国
は
、
国
際
社
会
に
お
け
る
国
家
と
し
て
の
存
立
に
か
か
わ
る
事
務
、
全
国
的
に
統
一
し
て
定
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い

国
民
の
諸
活
動
若
し
く
は
地
方
自
治
に
関
す
る
基
本
的
な
準
則
に
関
す
る
事
務
又
は
全
国
的
な
規
模
で
若
し
く
は
全
国
的

な
視
点
に
立
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
及
び
事
業
の
実
施
そ
の
他
の
国
が
本
来
果
た
す
べ
き
役
割
を
重
点
的
に

担
い
、
住
民
に
身
近
な
行
政
は
で
き
る
限
り
地
方
公
共
団
体
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
を
基
本
と
し
て
、
行
政
の
各
分
野
に
お
い

て
地
方
公
共
団
体
と
の
間
で
適
切
に
役
割
を
分
担
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
へ
の
権
限
の
移
譲
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
事
務
の
処
理
又
は
そ
の
方
法
の
義
務
付
け
及
び
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
五
条
に
規
定
す
る
普
通
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
又
は
都
道
府
県
の
関
与
の
整
理
及

び
合
理
化
そ
の
他
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
五
条
関
係
）

二

財
政
上
の
措
置
の
在
り
方
の
検
討

国
は
、
地
方
公
共
団
体
が
事
務
及
び
事
業
を
自
主
的
か
つ
自
立
的
に
執
行
で
き
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
国
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の
負
担
金
、
補
助
金
等
の
支
出
金
、
地
方
交
付
税
、
国
と
地
方
公
共
団
体
の
税
源
配
分
等
の
財
政
上
の
措
置
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
六
条
関
係
）

三

地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制
の
整
備
及
び
確
立

地
方
公
共
団
体
は
、
行
政
及
び
財
政
の
改
革
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
政
の
公
正
の
確
保
及
び
透
明
性
の
向
上
並
び

に
住
民
参
加
の
充
実
の
た
め
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
応
じ
た

地
方
公
共
団
体
の
行
政
体
制
の
整
備
及
び
確
立
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
七
条
関
係
）

第
三

地
方
分
権
改
革
推
進
計
画

一

政
府
は
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
基
本
方
針
に
即
し
、
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
。
（
第
八
条
第
一
項
関
係
）

二

内
閣
総
理
大
臣
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
の
案
を
作
成
し
、
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（
第
八
条
第
二
項
関
係
）

三

政
府
は
、
地
方
分
権
改
革
推
進
計
画
を
国
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
要
旨
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

（
第
八
条
第
三
項
関
係
）
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第
四

地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会

一

設
置

内
閣
府
に
、
地
方
分
権
改
革
推
進
委
員
会
（
以
下
「
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
こ
と
。
（
第
九
条
関
係
）

二

所
掌
事
務

１

委
員
会
は
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
地

方
分
権
改
革
推
進
計
画
の
作
成
の
た
め
の
具
体
的
な
指
針
を
内
閣
総
理
大
臣
に
勧
告
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十

条
第
一
項
関
係
）

２

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
地
方
分
権
改
革
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
内
閣
総
理

大
臣
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
（
第
十
条
第
二
項
関
係
）

三

組
織

１

委
員
会
は
、
委
員
七
人
を
も
っ
て
組
織
す
る
こ
と
。
（
第
十
一
条
第
一
項
関
係
）

２

委
員
は
、
非
常
勤
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
一
条
第
二
項
関
係
）

四

委
員
の
任
命
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委
員
は
、
優
れ
た
識
見
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
内
閣
総
理
大
臣
が
任
命
す
る
こ
と
。

（
第
十
二
条
関
係
）

五

委
員
の
罷
免

内
閣
総
理
大
臣
は
、
委
員
が
心
身
の
故
障
の
た
め
職
務
の
執
行
が
で
き
な
い
と
認
め
る
と
き
、
又
は
委
員
に
職
務
上
の

義
務
違
反
そ
の
他
委
員
た
る
に
適
し
な
い
非
行
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
両
議
院
の
同
意
を
得
て
、
そ
の
委
員
を
罷
免

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
（
第
十
三
条
関
係
）

六

委
員
の
秘
密
保
持
義
務

委
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
し
、
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
同
様
と
す

る
こ
と
。
（
第
十
四
条
関
係
）

七

委
員
長

委
員
会
に
委
員
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に
よ
り
こ
れ
を
定
め
る
こ
と
。
（
第
十
五
条
関
係
）

八

資
料
の
提
出
そ
の
他
の
協
力
等

１

委
員
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
の
長
に
対
し
て
、
資
料
の
提
出
、
意
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見
の
表
明
、
説
明
そ
の
他
の
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
第
一
項
関
係
）

２

委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
の
業
務
の
運
営
状
況
を
調
査

し
、
又
は
委
員
に
こ
れ
を
調
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
第
二
項
関
係
）

３

委
員
会
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
行
政
機
関
及
び
地
方
公
共
団
体
の
長
以
外
の
者
に
対
し
て
も
、

必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
六
条
第
三
項
関
係
）

九

事
務
局

１

委
員
会
の
事
務
を
処
理
さ
せ
る
た
め
、
委
員
会
に
事
務
局
を
置
く
こ
と
。
（
第
十
七
条
第
一
項
関
係
）

２

事
務
局
に
、
事
務
局
長
の
ほ
か
、
所
要
の
職
員
を
置
く
こ
と
。
（
第
十
七
条
第
二
項
関
係
）

３

事
務
局
長
は
、
委
員
長
の
命
を
受
け
て
、
局
務
を
掌
理
す
る
こ
と
。
（
第
十
七
条
第
三
項
関
係
）

十

政
令
へ
の
委
任

こ
の
法
律
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
十
八

条
関
係
）

第
五

施
行
期
日
等
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一

こ
の
法
律
は
、
一
部
の
規
定
を
除
き
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

二

こ
の
法
律
は
、
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年
を
経
過
し
た
日
に
そ
の
効
力
を
失
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
四

条
関
係
）

三

関
係
法
律
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
こ
と
。


